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	応用
	抗原情報
	背景
	ドメイン：パキシリン結合ドメインは全長タンパク質ではマスクされており、ARHGEF6によって制御されます。,機能：ADPリボシル化因子ファミリーのGTPase活性化タンパク質。分子を集合させて小胞輸送、接着、細胞骨格形成を制御するシグナル伝達モジュールを形成するための足場として機能する可能性があります。PAK1を接着部およびラメリポディアの先端に標的とすることで、細胞移動速度、突起形成速度、および突起サイズを増加させます。細胞質複合体内の不活性な非チロシンリン酸化パキシリンを隔離します。,PTM：増殖中の線維芽細胞において、PTK2およびSRCによってチロシン残基がリン酸化されます。チロシンリン酸化は、フィブロネクチン上での細胞伸展後に増加し、有糸分裂で停止した細胞では減少し、続くG1期では増加する。,類似性:1つのArf-GAPドメインを含む。,類似性:3つのANKリピートを含む。,細胞内局在:接着斑、細胞質複合体、膜突起を含む少なくとも3つの異なる細胞内区画間を循環する。細胞遊走中、細胞が剥離する場合は接着斑から細胞質複合体へと先端に向かって移動するが、細胞が接着する場合は、ビンキュリンを含む接着斑に存在する。接着斑へのリクルートメントは、活性チロシンリン酸化パキシリンによって媒介されると考えられる。,サブユニット:Gタンパク質共役受容体キナーゼ（ADRBK1/GRK2、PPFIA1、PPFIA4）と相互作用する。 ARHGEF6/alpha-PIX、ARHGEF7/beta-PIX、PXN/パキシリン、およびPTK2/FAKと相互作用します（類似性による）。PXN、ARHGEF6、およびPAK1も含む細胞質複合体の構成要素です。TGFB1I1と相互作用します。,ドメイン：パキシリン結合ドメインは全長タンパク質ではマスクされており、ARHGEF6によって制御されます。,機能：ADPリボシル化因子ファミリーのGTPase活性化タンパク質。小胞輸送、接着、および細胞骨格組織化を制御するシグナル伝達モジュールを形成するために分子をまとめる足場として機能する可能性があります。おそらくPAK1を接着部および葉状仮足の先端に標的とすることで、細胞移動の速度、および突起の形成サイズと速度が増加します。細胞質複合体内の不活性な非チロシンリン酸化パキシリンを隔離する。,PTM：増殖中の線維芽細胞において、PTK2およびSRCによってチロシン残基がリン酸化される。チロシンリン酸化は、フィブロネクチン上での細胞伸展後に増加し、有糸分裂停止細胞では減少し、続くG1期では増加する。,類似性：1つのArf-GAPドメインを含む。,類似性：3つのANKリピートを含む。,細胞内局在：接着斑、細胞質複合体、膜突起を含む少なくとも3つの異なる細胞内区画間を循環する。細胞遊走中、細胞が剥離する場合は接着斑から細胞質複合体へと先端に向かって移動するが、細胞が接着する場合は、ビンキュリンを含む接着斑に存在する。接着部へのリクルートは、活性チロシンリン酸化パキシリンを介していると考えられる。,サブユニット：Gタンパク質共役受容体キナーゼ（ADRBK1/GRK2、PPFIA1、PPFIA4）と相互作用する。ARHGEF6/α-PIX、ARHGEF7/β-PIX、PXN/パキシリン、PTK2/FAKと相互作用する（相同性による）。PXN、ARHGEF6、PAK1を含む細胞質複合体の構成要素である。TGFB1I1と相互作用する。,
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